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図 2:断熱基底で観測したwavepacketの運動｡相互作用のある付近では最終的な遷移確
率とかけ離れた僧を持っ｡
5 Discussion
分子や原子のdynamicsの記述には断熱基底があたりまえのように使われているが､こ
こで見たように､必ずしも断熱基底がその系を記述する自然な基底にならない場合は多く､
特に断熱極限では､断熱基底は役に立たないという逆説的な結果が導かれる｡しかし､断
熱基底に代わるものとして導入されたsuperadiabaticbaseやrenormalizedHamiltonian
の方法も､multi-1evel系への通用に関しては､最適次数をどうやって決定するか､そもそ
も最適次数が存在するのか､など問題点が多い｡また､現実の物理系で､このような基底
が持つ物理的意味は何か､高次のWKBなどの半古典論の理論的問題との関係はどうなっ
ているか､など､議論するべき内容も多 く残されている｡
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